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岩
崎
卓
也
東京六大学の雄法政大学は、一九八○年をもって創立百周年を
迎えた。この輝やかしい節Ⅱの記念事業として、数々の調査。研
究プロジェクトが組まれた。ここに紹介する福島県本屋敷古墳群
の調査・研究もまた、その一環として実施されたものである。
その成果を収録して、法政大学文学部考古学研究報告第一冊と
して刊行された本書は、本文四一一一九ページ。六二図版という大冊
である。その構成と内容は、左の通りである。
第
一
章
本
屋
敷
古
墳
群
の
地
理
的
環
境
お
よ
び
歴
史
的
背
景
第
二
章
遺
跡
の
現
状
と
調
査
経
過
第
三
章
調
査
結
果
第
ｎ
章
本
屋
敷
古
墳
群
の
考
察
第
五
章
請
戸
川
・
高
瀬
川
流
域
に
お
け
る
古
墳
文
化
の
展
開
第
六
章
大
化
前
代
の
浪
江
と
染
羽
国
造
第
七
章
本
屋
敷
古
墳
群
の
諮
問
鼬
むすび／英文抄訳／前方後方墳集成
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ペ
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終
り
、
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調
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評
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「本屋敷古墳群の研究』
書
評
「
本
屋
敷
古
墳
群
の
研
究
』
（
岩
崎
）
研究者が、力を結集してまとめあげたものである。近年数多く出
版
さ
れ
る
発
掘
調
査
報
告
書
が
、
や
や
も
す
れ
ば
事
実
記
載
に
終
始
し
が
ち
な
こ
と
を
思
う
と
き
、
そ
の
半
ば
以
上
を
考
察
に
あ
て
た
本
書
は
、
出
色
の
調査・研究報告書であると評価してよいだろう。
つぎに報告書の概要を紹介しておこう。
第
一
章
で
は
、
本
屋
敷
古
墳
群
が
、
太
平
洋
に
注
ぐ
請
戸
川
の
川
口
か
ら
四キロほど内陸の「恰も南北を限る丘陵が最も狭まった個所の北
側」に立地すること、周辺には弥生時代後期の土器が分布する
が
、
茨
城
県
の
十
王
台
式
土
器
文
化
の
波
及
を
確
実
に
あ
と
づ
け
う
る
こ
と
、
こ
の
地
に
は
前
方
後
円
墳
を
含
む
多
数
の
古
墳
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
小規模で副葬品も乏しいことなどが述べられている。
第二章では、調査にあたり一号境の軸線方位にあわせて、二×
二メートル方眼のグリッドを設け、トレンチ法も併用したこと、
出土遺物のランクすなわち遺構に直結すると思えるＡ、その可能
性
が
強
い
Ｂ
、
そ
の
他
Ｃ
の
三
ラ
ン
ク
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
調
査
主
体
に
よ
り
方
針
が
異
な
る
現
在
、
こ
う
し
た
記
述
も
必
要
で
あ
る
。
私
ど
も
が
報
告
書
に
接
し
て
一
番
難
渋
す
る
の
が
、
果
た
し
て
ど
の
遺
物
と
ど
れ
と
が
遺
構
に
面
結
す
る
と
判
断
さ
れ
た
の
か
、
必
ず
し
小
明
ら
か
に
さ
れていないことである。その点、このランク付けは重要である。
第三章は、調査された諸遺構の詳細な記述にあてられている。
そ
れ
に
よ
れ
ば
一
号
墳
は
、
ほ
ぼ
東
西
方
位
の
全
長
三
六
・
五
メ
ー
ト
ル
と
い
う
前
方
後
方
墳
で
、
後
方
部
東
北
に
ブ
リ
ッ
ジ
を
の
こ
す
不
整
形
周
堀
が
め
ぐ
っ
て
い
た
。
後
方
部
頂
に
は
、
長
さ
七
・
二
六
メ
ー
ト
ル
の
割
竹
形
木
棺
が
、
そ
の
東
西
両
端
を
粘
土
で
固
定
し
て
直
葬
し
て
あ
っ
た
。
東
枕
に
遺
七九
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体
を
安
置
し
た
と
ゑ
て
よ
く
、
竹
櫛
と
玉
類
若
干
を
伴
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
前
方
部
に
小
箱
式
石
棺
が
あ
り
、
刀
子
二
本
が
出
土
し
た
。
ま
た
墳
頂
お
よ
び
周
堀
内
か
ら
、
多
種
類
の
土
師
器
を
得
た
。
二
・
四
号
墳
は
、
と
も
に
二
○
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
方
墳
で
、
と
も
に
不
整
形
の
周
堀
を
も
つ
。
埋
葬
施
設
は
、
二
号
墳
に
組
合
式
木
棺
の
疑
い
が
あ
る
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
木
棺
が
直
葬
さ
れ
た
ら
し
い
の
に
、
四
号
境
の
そ
れ
は
長
さ
五
・
七
メ
ー
ト
ル
と
四
・
七
メ
ー
ト
ル
未
満
の
並
列
す
る
二
本
の
割
竹
形
木
棺
だ
っ
た
。
す
べ
て
副
葬
品
は
皆
無
に
近
か
っ
た
。
二
古
墳
と
も
塊
葬
施
設
上
に
、
垳
形
な
ど
の
士
師
器
が
供
献
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
一一一号墳は径一二メートルほどの円墳で、墳頂には二つの箱式石
棺
が
あ
り
、
周
辺
に
塊
．
Ⅲ
な
ど
の
土
師
器
、
ま
た
裾
部
に
は
甕
な
ど
の
大
型士器のほか、臼玉を納めた瞳や、滑石製勾玉もゑられた。
そ
の
他
の
遺
構
中
、
古
墳
群
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
～
三
号
竪
穴
住
居
比
で
あ
る
。
｜
号
吐
は
、
二
号
墳
下
か
ら
発
見
さ
れ
、
古
制
を
保
つ小型器台などが出士した。円形プランをもつ二号趾は、十王台
式
の
範
薦
に
含
ま
れ
る
土
器
と
、
北
陸
地
方
的
な
土
器
と
の
共
存
が
注
目
さ
れ
た
。
一
号
墳
に
先
行
す
る
三
号
趾
で
は
、
装
飾
器
台
が
特
記
さ
れ
る
。
第
四
章
は
、
右
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
踏
ま
え
た
考
察
編
で
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
ず
一
号
墳
の
外
形
が
検
討
さ
れ
る
。
平
面
形
に
多
く
の
チ
ェ
ッ
ク
・
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
、
そ
れ
ら
と
後
方
部
長
と
の
相
対
比
を
集
積
し
て
、
関東・東北地方の前方後方境の類型化を試永たりするが、本屋敷
一号墳の系譜をたどりうるような結果は得られなかったという。
論
者
は
こ
れ
を
、
中
央
政
権
と
の
直
結
に
も
と
づ
く
と
考
え
て
い
る
。
ついで東北地方における、前方後方墳を含む古墳群構成の検討
法
政
史
学
第
三
十
八
号
に
入
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
方
で
は
丘
上
に
立
地
す
る
小
型
前
方
後
方
墳
と
方
墳
を
主
体
と
す
る
古
墳
群
と
、
群
を
な
さ
な
い
平
地
の
大
型
前
方
後
方
墳
と
い
う
、
二
つ
の
在
り
方
に
大
別
し
う
る
と
い
う
結
果
を
導
く
。
平
地
立
地
は
時
期
的
に
新
し
い
の
で
あ
ろ
う
と
も
い
う
。
主
体
部
の
割
竹
形
木
棺
も
ま
た
、
東
北
一
円
を
対
象
と
し
て
類
型
化
を
試
ふ
た
末
、
封
士
中
に
長
大
な
棺
を
埋
置
す
る
も
の
は
、
塩
釜
式
期
に
属
す
る
古
式
で
あ
る
の
に
、
地
山
に
埋
置
さ
れ
る
小
型
木
棺
は
南
小
泉
Ⅱ
式
期
に
含
ま
れ
る
と
結
論
づ
け
る
。
こ
の
割
竹
形
木
棺
に
副
葬
さ
れ
る
玉
類
も
、
会
津
大
塚
山
古
墳
の
よ
う
な
多
量
埋
納
型
と
、
少
量
が
散
見
さ
れ
る
遠
見
塚
古
墳
の
タ
イ
プ
と
が
あ
り
、
本屋敷例は後者に属するとされる。
東
北
地
方
の
箱
式
石
棺
は
、
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
前
半
に
か
げ
て
集
中
的
に
使
用
さ
れ
た
ら
し
く
、
「
政
治
的
・
軍
事
的
な
共
通
項
を
も
っ
た
人
々｜がおさめられたとも推理している。
遺
物
の
考
察
で
は
、
ま
ず
二
号
住
居
吐
出
士
土
器
が
姐
上
に
あ
げ
ら
れ
る
。
論
者
は
「
口
縁
つ
ま
糸
出
し
謹
形
土
器
」
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
分
布
を
追
う
。
そ
し
て
こ
れ
が
北
陸
地
方
、
と
り
わ
け
富
山
・
新
潟
方
面
に
濃
密
な
分布をふせること、その使用が月影式期から一部高凰式期に及ぶ
間
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
の
上
で
、
関
東
・
中
部
・
東
北
地
方
に
散
見
す
る
こ
の
種
の
土
器
を
、
北
陸
系
土
器
と
断
じ
る
。
だ
が
、
北
陸
以
外
で
は
五
世
紀
ま
で
下
降
す
る
年
代
の
も
の
は
見
当
ら
な
い
と
い
う
。
墳頂部から出土する土器の組成も追究され、祭祀用主要三器種
の
解
体
プ
ロ
セ
ス
を
想
定
し
て
、
｜
号
墳
↓
二
号
境
と
い
う
編
年
的
序
列
づ
け
を
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
祭
祀
土
器
の
あ
り
方
は
、
関
東
地
方
東
部
の
八
○
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屯
の
に
類
似
す
る
と
い
う
。
古
墳
の
築
造
に
関
し
て
は
、
ま
ず
古
墳
の
士
遺
計
算
を
行
な
い
、
｜
号
墳
築造にのべ六一一一七人を要したのに、これに次ぐ四号境の作業量は
二九一一一人分にすぎなかったと、差の大きさに着目する。また、例
えば一号頃では、築造当初の蝋丘からすでに三一。〈－セントも流
失
し
た
ら
し
い
と
想
定
す
る
。
こ
の
よ
う
な
士
量
計
算
等
は
、
各
地
の
古
墳
で
試
承
ら
れ
始
め
て
い
る
が
、
大
い
に
期
待
し
た
い
部
門
で
あ
る
。
第
五
章
で
は
、
本
屋
敷
古
墳
群
が
立
地
す
る
譜
戸
川
・
高
瀬
川
流
域
の
古
墳
文
化
の
展
開
過
程
が
概
観
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
域
で
は
外
部の人間の到来によって土師器の使用が始まり、その基盤の上に
古
墳
の
築
造
が
始
ま
る
と
い
う
。
こ
う
し
て
展
開
す
る
こ
の
地
域
の
古
墳
文
化は一一一期に区分される。それによれば、二期には早くも群集境の
形
成
が
始
ま
り
、
第
三
期
の
六
世
紀
前
半
期
に
は
横
穴
式
石
室
境
が
定
着
を
承るという。予想外の早い展開に驚くのは、私だけであるまい。
第
六
章
は
文
献
学
的
考
察
だ
が
、
現
状
で
は
「
和
名
抄
」
記
載
の
郷
名
比
定
も
ま
ま
な
ら
ぬ
と
い
う
。
だ
が
こ
の
地
域
を
染
羽
国
造
の
地
と
考
え
る
論
者は、国造と丈部との関係を根拠として、その成立期を六世紀後
葉
と
推
測
す
る
。
も
ち
ろ
ん
系
譜
上
染
羽
国
造
に
先
行
す
る
本
屋
敷
一
号
境
の被葬者が、最初に中央と結びつくのだが、それは他の在地首長
よ
り
も
優
位
に
立
つ
べ
く
、
自
発
的
な
意
志
に
よ
っ
て
、
そ
の
傘
下
に
加
わ
ったと推理している。
第
七
章
は
諸
考
察
の
ま
と
め
と
も
い
う
べ
き
部
分
で
あ
る
。
ま
ず
木
屋
敷
古
墳
群
が
、
立
地
・
築
造
法
・
墳
形
・
内
部
主
体
・
副
葬
品
・
供
献
土
器
な
ど
、
す
べ
て
の
属
性
が
四
世
紀
未
な
い
し
五
世
紀
初
め
の
前
方
後
方
境
の
範
書
評
『
本
屋
敷
古
墳
群
の
研
究
』
（
岩
崎
）
本
書
の
第
一
の
生
命
が
、
本
屋
敷
古
墳
群
の
調
査
報
告
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
こ
の
部
分
は
、
精
細
な
調
査
の
結
果
が
詳
し
く
記
述されており、読者が誤った理解をする恐れはほとんどない。も
ちろん、記述が及ばなかったと思える点がないわけではない。例
えば一号境主体部内埋積士の横断面図から、私どもは木棺のどの
よ
う
な
埋
置
そ
し
て
埋
没
過
程
を
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
、
こ
れ
だ
け
で
は
判
断
に
苦
し
む
。
ま
た
同
じ
古
墳
の
前
方
部
石
棺
と
、
前
方
部
周
堀
内
出
土
土
器
群
と
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
関
連
づ
け
ら
れ
た
の
か
、
い
ま
少
し
説
明
が
欲
し
か
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、
新
た
な
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
紙
幅
も
乏
し
い
の
で
、
考
察
編
に
つ
い
て
は
「
こ
の
点
を
抽
出
し
て
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
い
。
東
北
地
方
一
円
に
ふ
る
前
方
後
方
墳
を
含
む
群
構
成
の
類
型
化
は
、
い
ろ
鴫
内
に
あ
り
、
と
く
に
茨
城
県
勅
使
塚
・
原
一
号
墳
、
栃
木
県
茂
原
愛
宕
塚、千葉県新皇塚の諸古墳と類縁関係にあると指摘する。
これらから、本屋敷古墳群は東北関東地方との関連において理
解
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
北
陸
・
東
海
地
方
と
の
か
か
わ
り
も
重
視
し
な
け
れ
ばならないこと、また東北地力への古墳文化の流入は、予期以上
に
早
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
だ
が
こ
の
地
域
に
お
け
る
首
長
権
の
基
盤
は
き
わめて不安定だったろうことにも一一一一口及されている。
む
す
び
で
は
、
責
任
者
の
伊
藤
玄
三
教
授
が
、
む
し
ろ
淡
々
と
、
主
眼
で
あ
っ
た
前
方
後
力
墳
の
具
体
相
を
明
ら
か
に
し
え
た
こ
と
を
喜
ぶ
、
と
述
べ
ているのが印象的である。
八
一
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いろな問題を抽出する手がかりとなろうと考える。だがその前提
と
し
て
、
各
群
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
、
換
言
す
れ
ば
群
を
構成する個々の古墳の年代が明らかである必要がある。それ抜き
で
は
、
折
角
の
着
眼
も
効
果
半
減
の
恐
れ
が
あ
る
と
思
う
。
年
代
が
明
ら
か
で
、
し
か
も
相
似
た
類
型
と
思
え
る
も
の
で
も
、
詳
細
に
比
較
す
れ
ば
思
わ
ぬ
差
異
に
逢
着
す
る
こ
と
も
あ
る
。
本
屋
敷
古
墳
群
で
は
、
一
・
二
・
四
号
境
が
ほ
と
ん
ど
時
間
差
を
設
け
ず
に
相
次
い
で
築
か
れ
た
と
い
う
。
し
か
も
後
続
す
る
二
・
四
号
墳
は
、
一
号
墳
の
存
在
を
意
識
し
つ
つ
、
そ
の
周
堀
に
接
す
る
よ
う
に
築
い
た
か
に
承
え
る
。
い
つ
ぽ
う
同
じ
四
基
構
成
を
な
す
、
福
島
県
十
九
壇
古
墳
群
も
ま
た
、
四
号
境
を
除
く
三
基
が
五
領
Ｉ
式
期
の
内
で
、
相
前
後
し
て
築
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
場
合
は
、
前
方
後
方
墳
と
方
墳
と
は
、
百
メ
ー
ト
ル
も
の
距
離
を
お
い
て
築
か
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
に
ふ
る
群
構
成
原
理
の
差
異
は
無
視
で
き
な
い
と
思
う
が
、
両
群
と
も
－世代一古墳という、地方の古式古墳群に一般的な．〈ターンをと
ら
な
い
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
に
東
北
地
方
古
墳
出
現
期
の
社会的特質を解く鍵の一つがあるように思えた。また平地に出現
す
る
大
型
前
方
後
方
墳
が
、
単
独
境
の
形
式
を
と
る
と
い
う
指
摘
も
、
右
の
あ
り
方
と
対
比
す
る
中
で
質
の
差
を
見
い
だ
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
染羽国造とこの地域の古墳とのかかわりを検証する場合も、地
域内首長墓の系列を追う作業を必要としよう。在地首長層がどの
よ
う
な
過
程
を
経
て
国
造
制
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
知
る
手
が
か
り
を
提供する。この地域の古墳・古墳群の概観を踏まえるとき、本屋
敷一号
↓
（
藤
橋
↓
）
堂
ノ
森
↓
官
林
と
い
う
系
列
が
た
ど
れ
る
のか、と
いう点も気になった。それとともに六世紀代以降、前方後円・前
法
政
史
学
第
三
十
八
号
方
後
方
と
い
う
特
殊
墳
が
存
在
し
な
い
ら
し
い
こ
と
に
も
、
染
羽
国
造
出
現
の特質を見る思いがする。
古
墳
・
古
墳
群
の
類
型
化
は
、
系
譜
を
探
る
目
的
も
あ
ろ
う
し
、
年
代
把
握
の
た
め
の
場
合
も
あ
ろ
う
。
私
は
そ
の
ほ
か
に
首
長
層
の
成
熟
度
と
い
う
か
、
性
格
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
この立場から存在形態を類型化するなら、本屋敷古墳群は栃木県
山崎古墳群・茨城県安土星古墳群・埼玉県塩古墳群・千葉県飯合
作
遺
跡
な
ど
に
近
似
す
る
と
考
え
て
い
る
。
個
別
的
な
問
題
だ
が
、
東
枕
と
い
う
埋
葬
様
式
も
興
味
深
い
。
茨
城
県
の
そ
れ
は
北
頭
位
が
一
般
で
、
千
葉
県
で
は
東
頭
位
が
優
越
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
な
ど
も
広
く
比
較
検
討
し
て
ふ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
｜
号
墳
の
石
棺
が
引
田
式
期
に
属
す
る
の
な
ら
、
墳
丘
上
陪
葬
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
実
に
一
世
紀
も
経
過
し
た
後
の
も
の
が
含
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
新
た
な
解
釈
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
つぎに土器論の一部をとりあげよう。報告者らは、二号住居吐
出士土器を中心に、「口縁つま糸出し甕形土器」に着目して、これ
を
北
陸
系
と
断
じ
、
富
山
・
新
潟
方
面
に
そ
の
故
地
を
求
め
た
。
妥
当
な
見
解である。それどころか、従来北陸系といえば、５字口縁が特徴
的
な
石
川
県
の
月
影
式
土
器
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
研
究
者
の
意
識
の
外
に
あ
っ
た
こ
の
種
の
土
器
を
土
俵
に
上
げ
た
意
義
は
大
き
い
。
た
だ
、
私
ど
も
が
東
日
本
の
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
へ
の
移
行
期
の
土
器
を
扱
う
場
合
、
い
ま
一
つ
の
口
縁
つ
ま
承
出
し
技
法
が
存
在
す
る
こ
と
を注意する。いうまでもなく、庄内甕に代表される土器群による
ものである。したがって「口縁つま承出し甕形土器」という呼称
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は
、
い
ま
少
し
限
定
し
て
使
用
す
る
方
が
誤
解
が
な
く
て
よ
い
と
思
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
当
該
土
器
の
口
唇
部
外
面
に
、
傾
斜
す
る
面
が
作
出
さ
れ
る
点
も
重
視
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、
本
書
の
記
述
に
あ
る
通
り
、
こ
の
種
の
土
器
の
内
面
は
、
ヘ
ラ
ナ
デ
や
ハ
ヶ
メ
仕
上
げ
で
あ
っ
て
、
削られることはない（尤も石川県下に客体的に存在するものには、
内
面
削
り
を
加
え
た
も
の
が
あ
る
と
い
う
）
。
そ
の
よ
う
な
点
を
重
視
す
る
と
、
長
野
県
柳
町
の
資
料
は
内
面
に
顕
著
な
削
り
が
ふ
ら
れ
る
と
い
う
（
笹
沢
浩
氏
教
示
）
か
ら
、
系
譜
上
問
題
が
残
る
。
い
つ
ぽ
う
、
長
野
県
城
の
内
遺
跡
の
土
器
の
う
ち
、
私
ど
も
が
第
一
様
式
と
呼
ん
だ
グ
ル
ー
プ
の
甕
形
土
器
は
、
口
縁
部
を
へ
一
う
で
斜
め
に
削
っ
て
面
を
作
り
だ
し
て
お
り
、
小
さ
な
平
底
に
至
る
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
等
を
も
考
慮
し
て
、
私
は
新
潟
県
方
面
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
と
思
い
続
け
て
き
た
。
も
し
私
の
考
え
が
当
を
得
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
が
和
泉
式
併
行
で
あ
る
点
に
注
目
し
た
い
。
ところで、本書には数多くの集成表が収録されている。とりわ
け
巻
末
の
前
方
後
方
墳
集
成
は
、
付
図
・
文
献
目
録
を
備
え
る
優
れ
た
も
の
で
、
収
録
古
墳
数
は
二
六
○
基
に
達
す
る
。
’
九
七
四
年
現
在
の
茂
木
雅
博
氏
の
集
成
が
、
疑
義
あ
る
も
の
を
含
め
て
一
二
四
基
だ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
この十年間の発見のすさまじさがわかろう。したがって本集成表
は、ここ当分の間、前方後方境のインデクスとして多くの人びと
に利用されるに違いない。それだけにまた、危倶の念も生じてく
る
。
そ
の
第
一
は
、
旦
迦
に
こ
と
わ
り
は
あ
る
に
せ
よ
、
集
成
の
中
に
、
千
葉
隈
日
立
精
機
一
号
境
の
よ
う
に
調
査
者
が
前
方
後
方
墳
と
断
じ
る
の
を
避
け
た
も
の
や
、
本
村
豪
章
氏
の
考
証
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
そ
れ
と
断
じ
る
こ
と
を
た
め
ら
う
人
が
多
い
、
神
奈
川
県
真
土
大
塚
山
古
墳
な
ど
も
書
評
『
本
屋
敷
古
墳
群
の
研
究
」
（
岩
崎
）
本書は若手研究者の共同作業によって作成されたものである。
しかも、すぐれた調査報告書である。検討された個別の問題を深
めつつ、組糸あわせる作業を繰り返すことにより、必ずや請戸・
高瀬川流域の古墳時代地域史の叙述が完成するに違いない。それ
は近世地方史研究の泰斗村上直氏を会長にいただく法政史学の学
風をさらにふくらませるだけでなく、考古学界の現況を考えると
き、きわめて重要な作業であると思うからである。その期待が大
きいがゆえに、的外れとも思えるコメントをたがながと記してし
まった。誤解もあろうが意のあるところを汲糸、寛恕されたい。
江
湖
の
一
読
を
お
す
す
め
す
る
次
第
で
あ
る
。
〔’九八五年一一一月刊、非売品、四三九頁、Ｂ５判、法政大学刊〕
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
備
考
欄
に
注
記
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
前
方
後
方
形
周
溝
墓
も
集
成
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
備
考
欄
の
注
記
が
あ
る
。
だ
が
こ
の
種
の
も
の
は
、
調
査
者
に
よ
り
評
価
が
分
か
れ
る
。
し
た
が
っ
て
等
質
の
遺
構
で
あ
っ
て
も
、
調
査
者
に
よ
っ
て
、
前
方後方境と報じられたり、周溝墓に加えられたりするのが現況で
ある。集成者の立場を前面に出す必要があるのではなかろうか。
こ
の
集
成
が
発
表
さ
れ
て
僅
か
一
年
で
、
前
方
後
方
墳
は
さ
ら
に
数
を
ま
し
た
。
収
録
洩
れ
し
な
く
は
な
い
。
ま
た
こ
の
種
の
作
業
に
つ
き
ま
と
う
、
誤植も絶無とはいえない。この集成をより完壁な形に仕上げるべ
く、補遺・追補などを「法政考古学」あるいは「法政史学」など
に
掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
希
望
し
て
や
ま
な
い
。
ま
ち
が
い
な
く
学
界
の
共
有
財
産
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
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